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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  27/28     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  38/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  38/60     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  27/28    　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ  38/02    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  38/60    　　　　
   Ｃ１０Ｇ  45/08    　　　Ｚ
   Ｃ１０Ｇ  45/06    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月2日(2013.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　担体に、周期表第６族および第８～１０族から選ばれる少なくとも１種の活性金属成分
が担持された、使用済みの炭化水素油の水素化処理触媒を、３００℃を超える温度で焼成
する第１工程と、
　この第１工程にて焼成された水素化処理触媒を無機酸とキレート剤との双方を含む酸溶
液に接触させて、前記活性金属成分を担体上に分散させる第２工程と、を含むことを特徴
とする水素化処理触媒の再生方法。
【請求項２】
　前記第２工程で用いる酸溶液に含まれるキレート剤のモル数に対する無機酸のモル数の
比が０．０１～０．２の範囲内にあることを特徴とする請求項１に記載の水素化処理触媒
の再生方法。
【請求項３】
　前記第２工程にて無機酸とキレート剤との双方を含む酸溶液に接触させた水素化処理触
媒に対し、乾燥または焼成の少なくとも一方の処理を行う第３工程を含むことを特徴とす
る請求項１または２に記載の水素化処理触媒の再生方法。
【請求項４】
　前記活性金属成分は、モリブデン、コバルト、およびニッケルから選択された少なくと
も１つ以上の金属であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の水素化処
理触媒の再生方法。
【請求項５】
　前記第２工程の無機酸とキレート剤との双方を含む酸溶液には、周期表第６族および第
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８～１０族から選ばれる少なくとも１種の活性金属成分が添加されており、当該第２工程
では、これら活性金属成分を含む酸溶液に水素化処理触媒を接触させることにより、前記
担体に担持されている活性金属成分の分散と、酸溶液に添加されている活性金属成分の当
該担体への担持と、が行われることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の水
素化処理触媒の再生方法。
【請求項６】
　前記酸溶液には、モリブデン、コバルト、およびニッケルから選択された少なくとも１
つ以上の活性金属成分が、第１工程で得た水素化処理触媒の質量を基準にして、活性金属
成分の酸化物に換算して１質量％以下に相当する量だけ含まれていることを特徴とする請
求項５に記載の水素化処理触媒の再生方法。
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